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究報告書. 

 

井部明広, 草野友子, 神田真軌：食肉中残留抗生 
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－改良法によるテトラサイクリン系抗生物質お 
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生物質の分析法に関する研究」分担研究報告書. 
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中に残留する抗生物質の分析法に関する研究,  

厚生労働科学研究費補助金・食品の安心・安全確 

保推進研究事業平成 17～19 年度総合研究報告 
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リン等のカビ毒汚染に関する研究, 農林水産省 
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熊谷進,青山幸二,伊藤嘉典,小西良子,甲斐茂美, 

田端節子,田中敏嗣,中島正博,法月廣子,藤田和 

弘,高橋正紀: 食品中のカビ毒の毒性および暴露 

評価に関する研究 食品のカビ毒汚染実態に関す 

る研究, 食品中のカビ毒の毒性および暴露評価 

に関する研究平成 18 年度 総括・分担研究報告 
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安田和男, 井部明広, 茅島正資, 観公子, 下井俊 
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安野哲子, 金子令子, 羽石奈穂子, 六鹿元雄：食品 

用器具・容器包装及び玩具の溶出試験におけるヒ 
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用器具・容器包装及び乳幼児玩具の安全性に関す 

る研究」総括・分担研究報告書. 

 

中江 大: 抗悪性腫瘍薬の非臨床安全性試験方法 

等の仔言う最適標準化に関する研究, 平成 19 年 

度原生労働省科学研究費補助金・医薬品医療機器 

レギュラトリーサイエンス総合研究事業「国際的 

標準化を目指す医薬品等の品質,有効性及び安全 

性に関する研究」分担研究報告書. 

 

斎藤育江:室内のダスト中及び空気中可塑剤、難 

燃剤、殺虫剤等の分析法開発に関する研究, 平成 

19 年度厚生労働科学研究費補助金・地域健康危 

機管理事業「シックハウス症候群の実態解明及び 

具体的対応方策に関する研究」分担研究報告書. 

 

中江 大：OGG1 遺伝子欠損マウスを用いた肺腺癌 
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に関する研究, 平成 19 年度厚生労働省科学研究 

費補助金・食品の安心安全確保推進研究事業「既 
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遠藤卓郎, 泉山信司, 猪又明子, 百田隆祥, 大谷 

喜一郎:環境水中の原虫類検出を目的とした Lamp 
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